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はじめに 

 

 

我が国においては、循環型経済社会の構築に向け、各種法令の制定等を通じた循環型

システム構築のための環境整備に努めているところである。また、それら政策を強力か

つ実効性あるものにするためには、消費者や事業者等の主体的な行動を導くシステムを

確立することが望まれるところである。 

特に、３Rの中でも、リユース等川上分野での対策を講じることが、ごみ減量化及び資

源の有効利用の観点から望ましく、とりわけ、容器包装類等の消費者が日常生活で使用

する品目の循環システムを構築することが普及促進を図ることからも有効である。 

多くの自治体では容器包装リサイクル法に基づく品目について分別収集が行われてお

り、中でも、びんにおいては、PETや紙・プラに比べてその取組みが顕著となっている。 

しかしながら、びんの再生利用においては、その大半が破砕等によるカレット化を経

て、びんの原料や路盤材等として再利用されるほかは、埋め立て処分をされているとこ

ろであり、より川上での有効な活用が望まれる。 

こうした状況を踏まえ、今般、焼酎の主要産地・消費地である南九州地域における広

域的なびんのリユースシステムを構築することを目的に、南九州地域におけるびんの流

通システムの実態を把握するとともに、生産・流通等各過程における自治体や消費者等

各主体別の課題を踏まえた全国のモデルとなるリユースシステムについて調査検討を行

った。 

これらの調査研究が、グローバルな循環型社会の形成に多少なりとも寄与できれば幸

いである。 

なお、本事業の実施にあたり、ご多忙の中にもかかわらずご指導・協力をいただいた

アドバイザー等の方々、ヒアリング等にご協力をいただいた関係業界の方々に対し深く

感謝するものである。 
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